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次年度の事業実施に向けた考え方（案）について 
（仮称）中小企業求人情報発信支援補助金事業 

目的 市内中小企業者の人材の確保による経営の継続と安定化に向けて、事業の継続に必要

な人材を安定的に確保するため。 

背景

内容 

人材確保のための必要経費の一部を補助するもの。 

〔例：求人広告掲載（ウェブサイト含む）に係る掲載料、就職イベント（合同説明会）に係る経費等〕  

 

＜参考＞ 

●雇用・人材確保・職場環境に関する市内事業所アンケート調査（市内事業所：約450者） 

人材について、「確保できていない」（41社23.8％）、「どちらかといえば、確保

できていない」（46社26.7％）と約半数が十分な人材確保ができていない状況にあ

る。それらの要因や課題については「必要な人数が集まらない」（73社52.1％）が最

も多い。 

 

●雇用情勢について 

「令和5年9月 月例経済報告（内閣府）」では、「雇用情勢は、改善の動きがみら

れる」としているものの、完全失業率は、7月は前月比0.2％ポイント上昇し、2.7％と

なり、就業者数は減少した。 

「令和5年度8月分 職業安定業務月報（滋賀労働局）」では、「県内の雇用情勢

は、持ち直しているものの、物価の上昇等が雇用に与える影響に引き続き注意する必

要がある。」としている。滋賀県の有効求人倍率は1.09倍で、前年同月比では0.03ポ

イント減少、新型コロナウイルス感染症拡大前の令和元年度同月比では0.26ポイント

減少しており、求職者に対して依然として厳しい現状が続いている。 

「近畿企業の動向調査（帝国データバンク）」では、近畿6府県において、正社員・

非正社員とも人手不足と回答する企業が3年連続で上昇しており、特に滋賀県は近畿6

府県の中でも最も人手不足と回答する企業が高い状況にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  業界別に見ると、「建設」、「サービス」、「運輸・倉庫」等、幅広い業種で人手

不足感を実感しており、今後も自動車運転業務の年間時間外労働の上限が960時間に制

限される「2024年問題」等、当面人手不足が回復する兆しは不透明である。 
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●令和3年経済センサス-活動調査より 

従業員数 35,127人（前回H28年経済センサス-活動調査 雇用者数31,844人）とな

っており、総合戦略KPIの目標数値はすでに達成している。 

しかし、平成28年に策定した、「栗東市人口ビジョン」では、「2045年に72,180人

となってピークを迎えその後減少して2060年には 70,812 人となる」と予想されてい

たものの、令和5年10月1日時点では70,520人（前年同月比＋81人）となっており、人

手の不足が今後とも見込まれる。 

対象  市内に事業所を置く中小企業者等 

 

（仮称）第二期商工振興ビジョン策定事業 

目的 栗東市商工振興ビジョン（平成２５年４月策定）の最終年度となる令和６年度におい

て、中小企業振興会議において適切な最終評価を受け、次期振興ビジョンの策定、ロー

ドマップの作成に取り組む。 

内容  ①（仮称）第２期商工振興ビジョンの策定 ②前半期ロードマップの策定 

 

市民の消費ニーズに係るアンケート調査事業 

目的 第２期栗東市総合戦略と後半期ロードマップにおいて、令和６年度の地元購買率の令

和元年度数値の維持（35.0％）をＫＰＩとしており、最終年度の令和６年度における前

回のアンケート調査の経年変化や達成状況を把握する必要があるため。 

内容 現在の栗東市内における普段の買い物や飲食店での食事等の消費行動や消費ニーズに

関するアンケート調査を行うもの。 

対象 市内在住の２０歳から８０歳未満の市民から無作為抽出した２，０００名 

前回 

結果 

○配布数 ：2,000票（20歳以上の市民） 

○実施時期：令和4年7月6日～令和4年8月10日 

○回収数 ：796票（39.8％） 

○結果概要：市内購買率（物販）は、46.7％となっており、令和元年調査時点から11.0%増加  

 

空きテナント実態調査事業 

目的 第２期栗東市総合戦略では、令和６年度の空きテナント数が令和元年度の調査結果に

対して１５％削減されることをＫＰＩとしており、最終年度である令和６年度における

前回調査からの経年変化や達成状況を把握する必要があることから、栗東駅周辺地区及

び手原・安養寺周辺地区における空きテナントの現地調査を行うもの。 

内容 ①現地踏査             ②現地踏査情報の整理 

③空きテナント情報の整理      ④市内空きテナントの情報の整理 

対象 ○栗東駅周辺地区（面積：90.97ha） ○手原駅・安養寺周辺地区（面積：28.78ha） 

前回 

結果 

○実施時期：令和4年7月20、21日 

●栗東駅周辺地区で27件となり前回調査（R1：31件）より4件減少。 

●手原・安養寺周辺地区で67件となり前回調査（R1：73件）より6件減少。 

区分 
空きテナント数（Ａ） 総テナント数（Ｂ） 空きテナント率（ Ａ /Ｂ） 

Ｈ28 Ｒ01 Ｒ04 Ｈ28 Ｒ01 Ｒ04 Ｈ28 Ｒ01 Ｒ04 

栗東駅 

周辺 

地区 

総数 66 件 31 件 27 件 302 件 295 件 308 件 21.9％ 10.5％ 8.8％ 

店舗等 43 件 18 件 16 件 221 件 209 件 216 件 19.5％ 8.6％ 7.4％ 

事務所 23 件 13 件 11 件 81 件 86 件 92 件 28.4％ 15.1％ 12.0％ 

手原・ 

安養寺 

地区 

総数 73 件 73 件 67 件 240 件 244 件 234 件 30.4％ 29.9％ 28.6％ 

店舗等 30 件 35 件 27 件 161 件 153 件 140 件 18.6％ 22.9％ 19.3％ 

事務所 43 件 38 件 40 件 79 件 91 件 94 件 54.4％ 41.8％ 42.6％ 


